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▲自動式短日圃場装置

▲中性子発生装置
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●遺伝研について

J

田島弥太郎所長

　遺伝というと誰でもすぐ思い浮かべるのは生物のある特徴が親か

ら子，子から孫へと伝達されて行く現象だと思いますが，このほか

にこれに劣らず大切なもう一つの現象があります。それは生物の体

を構成している細胞が分裂する際に自己と全く同じ組成を持った細

胞を作って行く現象です。前者が世代と世代とをつなぐ，いわば縦

の関係であるのに対し，後者は同じ個体の中で，細胞と細胞との間

をつなく横の関係であります。両者ともに遺伝の情報か正確に複製

されて，それが細胞分裂にともなって別の細胞に伝えられて行くと

いう点で共通しております。

　遺伝学が近代科学として誕生したのは西las　19（）O年の事ですが，当

時は遺伝学の対象は親と子の間をつなぐ縦の関係だけと考えられて

いたようです。特定の形質の伝達や発現の様式，個体や品種の特徴，

その能力改善などと言ったことが研究の中心課題でした。

　その後学問の進歩とともに遺伝学の対象か，遺伝の本体である遺

伝子の追及に進み，今日ではそれがDNAという化学成分で構成さ

れた遺伝情報の連鎖にほかならないことがわかり，この遺伝情報の複

製，伝達，翻訳，調節などが遺伝学研究の中心課題となってまいり

ました。当然のことながらこれらの現象と深い関連を持つ細胞分化，

老化，免疫，がんなどの諸問題も遺伝学の研究対象の中に入ってき

たわけで，今や遺伝学の研究対象は生命現象全般にわたると言って

も過言でない程広汎にわたるようになりました。

　こと仁最近開発されたDNA分子組換え技術の発展は，遺伝情報

の計画的変換はもちろん，特定遺伝rの大量増1幅を可能にし，遺伝

学の研究ノi法に画期的な新生面を拓くとともに，応用面においても

生体関連物質の生産，生物の生産性増進，医療面への利用などに洋

々たる展望を開かせるに至っております。

　ところで当所は，戦後の混乱の中から窮極的には人間の優生をも

含めて生物の形質改良を実現することによって衣食住を豊かにする

ことを期待しながら，遺伝現象の中に秘められた基本原理の解明及

びその応用を通じて世界の文化に貞献しようという構想で設立され

本　　館　　正　　面
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たものであります。研究部門の構成については，細分化してやまな

い専門分野の中から代表的なものを選び，大学を超越して広く人材

を集め，専門を異にした研究者達が互いに協力し合って，問題解決

に取り組めるような配慮がなされたと聞いております。それ以来当

所ではこの設立の趣旨にのっとり鋭意研究に努力してまいり，今日

では国際的にも広くその活動を認識されるに至っております。

　設立当時構想した10研究部門は，30余年を経た今日では既に実現

され，このほかに遺伝実験生物保存研究施設をJMえております。し

かし遺伝学発展の現状は到底これだけで対応しきれるものでなく，

特別研究その他で応急的に対処しておりますが，今や抜本的な拡充

強化を必要としております。遺伝学及び関連分野並びに当所の一層

の発展のために関係各位の御理解と御支援をお願いする次第です。

●　　　／N　　ノロ 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月
日召不日28年1月

　　　　8月
日召不029工手7月

昭和30年・9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

日召不037年4月

日召不［1384｛三1　月

日召不［139．　！l三3月

　　　　4月
ll召禾043f†こ3ij

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　lo月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

昭和56年3月
日召不n58∫干3月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。’

庶務部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の

4部門で発足

小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遺伝部，

研究第3部を生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原均　第2代所長就任
人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次1事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣一L

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺f云部新設

研究本館第2期「‘拝竣「，研究本館iil一画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分Jts遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室周1設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟

新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新、没

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附

属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微ε1物附属棟新築

排水処理施設新築
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●目的と使命

文部省設置法第23条

　国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理の総合研究及びその応用

の基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学研究の指導，連絡及び

促進をはかる機関とする。

■

会　長

副会長
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島
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隆

雄

夫

夫

御園生

森　脇　大五郎

諸　星　静次郎

山　村　雄　一

生

学

郎

輔

東京大学名誉教授
愛知県心身障害者コロニー

発達障害研究所長
東　京　大　学　教　授

東京大学名誉教授

大　阪　大　学　教　授

人口問題研究所長

東京農業大学教授

富山医科薬科大学長

東京大学教授
岡崎国立共同研究機構
分子科学研究所長
原r一力安全委員会委員長

東京都立大学名誉教授

東京農工大学長
大　　阪　　大　学　長
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●組 織

所長
田島弥太郎

評議員会

庶　　務　　部

部長　赤塚孝雄

（昭和58．4．1現在）

形質遺伝部
部長　黒田行昭

細胞遺伝部
部長　吉田俊秀

　　庶　務　課

　　　課長　伊折利晃

　　会　計

　　　課長　大出幸夫

　　第一研究室
「　　　室長　村上昭雄
　　第二研究室
　　　室長（併）黒田行昭

　　第一研究室
　　　室長（併）吉田俊秀

　　第二研究室

　　　室長　森脇和郎

　　第一研究室

　　　室長　渡辺隆夫

　　第二研究室
　　　室長（併）丸山毅夫

　　第一研究室

　　　室長　名和三郎

　　第二研究室

　　　室長　小111恕人

　　第三研究室
　　　室長（併）杉山　勉

　　第一研究室

　　　室長（併）田島弥太郎

　　第二研究室

　　　室長　井山審也

　　第三研究室

　　　室長　沖野啓子

　　第一研究室
　　　室長（心）土川　清

　　第二研究室
　　　室長（併）賀田恒夫

　　第三研究室

　　　室長　定家義人

　　　　　　庶務係　　　　［
　　　　　　人事係

　　　　　　図書室

課一一■［§欝

生理遺伝部
部長　丸山毅夫

生化学遺伝部

部長　杉山　勉

応用遺伝部
部長（併）田島弥太郎

変異遺伝部
部長　賀田恒夫



人類遺伝部
部長　松永　英

　　第一研究室
「　　　室長（併）松永　英
第二研究室

　室長　中込弥男

微生物遺伝部

部長　広田幸敬

第一研究室
　室長（併）広田幸敬

第二研究室

　室長　安田成一

集団遺伝部
部長　木村資生

第一研究室

　室長　原田朋子

分子遺伝部
部長㈱三浦謹一郎

第二研究室

　室長（併）木村資生

第一研究室
　室長（取）丸山毅夫

遺伝実験生物
保存研究施設

第二研究室
　室長（併）三浦謹一郎

施設長（取）

　　　吉田俊秀

動物保存研究室
　室長（併）森脇和郎

植物保存研究室
　室長　藤井太朗

微生物保存研究室
　室長（併）吉田俊秀

●定 口
貝

（昭和58年度）

指定職 研　究職 行政職 計

1　人 72　人 20　　人 93　人
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●各種委員会

所長の諮問に応じて審議検討し，助言するため次の各種委員会を

置く。

図　　書　　委　　員　　会

予　　算　　委　　員　　会

建　　築　　委　　員　　会

農場・温室運営委員会
宿　　舎　　委　　員　　会

電子計算機委員会
共　通　機器委　員　会

将来計画委員会
特会法移行検討委員会

系統保存委員会
放射線安全委貝会
組換えDNA実験安全委貝会

1坊火管理委貝会
排水等処理委員会
厚生安全委員会

　（委員長）

黒　田　行　昭

吉　田　俊　秀

広　田　幸　敬

藤　井　太　朗

木　村　資　生

丸　山　毅　夫

杉　山　　　勉

松　永　　　英

木　村　資　生

吉　田　俊　秀

賀　田　恒　夫

松　永　　　英

赤　塚　孝　雄

杉　山　　　勉

赤　塚　孝　雄

●予 算

昭和58年度予算額
文部本省所轄研究所
文部本省所轄研究所施設費

国立機関原子力試験研究費

国立機関公害防止等試験研究費

　　　合　　　計

科学研究費補助金（昭和58年度）

　　　かん特別研究
　　　環境科学特別研究
　　　木亥k独　合牛寺別右汗究

　　　特　　定　　研　　究

　　　総　　合　　研　　究

　　　一　　般　　研　　究

683，910千円

82，560千円

36，539千円

10，680千円

813，689千円

151，900千円

　4，200丁二［J］

11，800f－　t］J

14，000「’巨』

52，200T’　Li］

18，400r　Lg

51，300千円
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自動蚕卵計測装置によるカイコの

卵色突然変異の検出

　形質遺伝部は，二つの研究室からなり，生物の各種遺伝的形質の分

析や発現機構，突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　第1研究室では，わが国独特の伝統ある材料であるカイコの各種の

特徴を生かして，遺伝学的並びに細胞学的研究を進めている。特にカ

イコでは，生殖細胞に対する突然変異性の検出が比較的容易なので，

電離放射線や化学変異原物質による突然変異発生効果についての基礎

的研究も進められている。

　第2研究室では，各種条件を厳密に規定できる昆虫及び哺乳類，

鳥類などの培養細胞を用いて，発生における遺伝r一発現，形質分化，

突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　これまでの研究成果としてとくに注目されるのは，カイコに関する

研究では，卵色遺伝1’・を標識とする特定座位法の開発で，このノ∫法に

よって生殖細胞に起こる突然変異を比較的簡単に，しかも精度よく検出

できるようにしたことである、、このノ∫法を川いた放射線影響の研究は，

1川際的にも高く評価されている。

　また，培養細胞に関する研究では，黒川部長はショウジョウバエの

体外培養技法を開発1．て，成体の複眼や，翅などの形や色，胚の発生

　　　　　　　　　　　　にともなう筋肉や神経などの分化を支配す

　　　　　　　　　　　　る遺1ム」’・か，いつどのようにその働きを現

　　　　　　　　　　　　わすかを川究1＾る独特の新I」）s野を開拓Lて

　　　　　　　　　　　　成果をあげたt、

八倒立位相差顕微鏡による培養細胞の観察
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A

　2つの研究室からなり，第1研究室では染色体の形態や構造を，第

2研究室では構造と機能を研究の主体としている。

　この部では従来より，マウス，ラットその他野生ネズミの細胞遺伝

学的並びに遺伝生化学的研究を進め，特にクマネズミの染色体や」血清

タンパクの多型及び地理的変異の研究を行ったc、この研究のため，昭

和43年度，47年度及び53年度に海外学術調査を行い，クマネズミにお

ける染色体の逆位，結合及び切断等による核型分化と生物進化の関係

を明らかにした、，最近ドブネズミについても染色体異常や無C，性など

を発見し，新しい染色体及び遺伝J’・の突然変異系統を分離育成した、、

　’方，広く世界各地から採集した野生マウスの遺伝学的諸特性，特

に染色体C一バンド，生化学的遺伝rの頻度，ミトコンドリア1）NA

等の分析から各亜種の分化の道筋を推定すると共に，日本産亜種の特

異性を明らかにした。またこのマウス特有のH－2抗原遺伝「を従来

の実験用マウスに導入して免疫遺伝学研究用の系統を育成した、、これ

らの新しい実験素材を用いてハツカネズミ種における主要組織適合抗

原の著しい遺伝的多型に関し免疫遺伝学的研究を進めている。

　　　　　その他がんの細胞遺伝学，アリの細胞遺伝学，ショウジョ

　　　　ウバエの細胞遺伝学的イiJl：究及び染色体進化機構の考察なども

　　　　進められている、

　　　　　また野性ネズミからの新しい実験動物育成も川一究活動の一

　　　　環として行われており，その成果は医学生物学の研究分野て

　　　　∫去く利用されつつある、、

1｛姻）

癖の

　7

疏轟
1、〕

箒擁
　脳
B

　2

轟病

　8

x蹴
　14

蹴鴛
　2⑰

鹸鮪轟n舶
　3

紬
　9
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　巳

　4

A轟
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驚篇

　協

　6

撫A
tl

篇讐
17

6

榊A
12fd川

x驚
　1ft

肋
ズ　　x

▲Lewis系ラットに生じた第1と第12染色

　体内の転座と第1染色体逆位をヘテロの組

　合わせにもった核型．A，中期分裂像、　B

　その核型、，（t）は転座，（i）は逆位，（d）

　は欠失及び（＋）は正常染色体を示す。

▼ネズミ飼育室
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　生理遺伝部では，生物における遺伝形質の表現と変異の形成に関す

る生理学的研究を行っているn従来は実験的研究に力を注いできたが，

今後は理論的な面を強化することとした。

　第一一研究室　ショウジョウバエとそれをとりまく自然環境との相π

関係を主な課題として研究を進めている。具体的には，致死遺伝子，

不妊遺伝子，可視有害遺伝子，染色体異常の変動や種分化を支配する

生理的要因，特に突然変異と自然淘汰及びその相互作用の研究等がこ

の研究室の重要な課題である．

　第二研究室　動植物はもとより，微生物をも含むそれぞれの生物種

を特徴づけている遺伝構造を解析する基礎理論の研究を主な課題とし

ている。実験研究でllllらかにされている1固々の生物学的事象に基づい

て一・般的な数学モデルを構築し，その解析から得られる結論を，それ

ぞれの生物現象について演鐸する手法かとられている。

＜上は，キイロショウジョウバエ（雌）

　中は，雑種（雌）

　下は，オナジショウジョウバエ（雌）

▼ショウジョウバエ飼育室（25℃）内部

t
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　　生化学遺イ云剖～で噛｛よ多細胞牛物におけ＾る遺f云r・発」見に関一する川二究を多

ll皮cノ．）材料イ1・使1目Lて行・／（rいる．．なかで1も昆！iL，1：直‖勿等の月三質転換や

クンハ．ク質，アイソザイムの電気泳動分析は長年にわた一．、て行わ川．て

きた　／1

　　最近は新テー．一　一！とLて淡水ヒドラを材料とL．た研究も行一．、ている、、

ヒドラa）体1．．仁6和紅類グ）細胞か総数糸（JlOO，（．）OO個月三．ま・．，てllh来ヒ，．．、てい

るが，　こ］tlよ複雑な高へ寺動物にくD）べると極めて単．純Jな細胞構成’．ご’あ

る．．．従一．・てその（1．種の細胞がど’の様な機能を持ち，ftたど、くノ汕川l！l

係にあるかをrV・tilハくる（ノ．）に極ダ）て斉ll合ソ）良い材』料『（・』ある．、／列ノーは’ヒドラ

の突然変異系統に1．t神経細胞か’全1祁なくな一．．川．□．一．．：£川た系統力ごある，．

ニソ．）様な系統1よ1’1分でエ・サをとる．ことはできないか，　人1泊｛」に強；馴糸合

餌1すると成長，」’曽夕直．づ．ーることが日∫「彪である，．それで’．二〇f）系Mab小す’性

質をll・：’ilC’系紹じと」七‖咬することによリ利1糸f細ll抱ソ）」」！．”i動．》をくわL．く，llllij

・＼る．ことカ；で㌧る，．、ノト主で神経糸川」包は動Ll勿ソ）発’Lや1りL叩．に不1リ‘欠と信じ

らね．てきたが，無神経ヒドラ（ノ）研’ラ’ヒに．より．．二〔ノ）考ノー♂．）誤り力川明らかに

なった（少なくもヒドラにおいて）、、．二しノ）檎ミに柑U」文糸1田」包それぞ』れソ）’「生質

力ごよく理解されると，そソ）集合体で』ある仙｜体ソ）性質も史に良く」W角；rで．

さるよ．うになるもCハヒ，1己1、われる、、
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．昆虫の形賀転換．
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正常ヒドラ（左）と

無神経ヒドラ（右）
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▲左：雄しべが大きく，他家受粉に

　　　適した構造を持つ野生稲
　　　（Oryza　perennis）

右：雄しべが小さく，自家受粉に

　　適した構造を持つ栽培稲
　　（Oryza　sativa）の花、

　応用遺伝部では，動植物の育種に関する基礎研究を行っている。3

研究室があり，第1研究室はネズミを用いた行動と知能の遺伝，第2

研究室は主として育種の統計遺伝学的理論，第3研究室は野生稲，栽

培稲及び水田雑草の生態遺伝学的研究を取りヒげている。

　ネズミを用いた研究は，行動や知能のような多分に環境の影響を受

ける形質が選抜によってどこまで均質系統化できるかという育種的興

味に立脚したものである。

　育種法の理論的研究は主として電算機によるシミュレーション実験

によって，種々な育種法の効果に及ぼす遺伝子効果や集団の大きさな

どを問題にしている。

　またイネについては野生種の種内分化，野生型から栽培型への分化，

栽培種のインド型と日本型の分化などの機構を研究の対象としている

が，これらを研究するための手段として生態的特性やアイソザイムの

変異を有力な手がかりとしている。この方法はまた林木の集団遺伝学

的調査にも有力な手がかりを与えるものである。

　ほかに土壌汚染が植物に及ぼす遺伝的影響，イネの根圏における窒

　　　　　　　　　　　　　　素固定能の遺伝形式の研究なども進め

られている。

▲マウスの行動能力を測定するY型迷路自動測定装置
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